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矢野龍渓の政治活動
―明治14年政変後―
周 　艶　　君
Yano Ryukei’s political activities
—After the political changes of Meiji-14—
ZHOU Yanjun
Yano Ryukei （1850-1931） carried out many activities in the political arena in the 
early Meiji after he was commended to assist Okuma Shigenobu in Ministry of finance by 
Fukuzawa Yukichi. Especially, Yano Ryukei has taken part in writing Shigi Kempo （private 
draft for national constitution） which became one of an inducement of the political 
changes of Meiji-14 and his resignation in 1881. It seems that the ebb and flow of Yano 
Ryukei’s political life is always synchronize with Okuma-Shigenobu, but we can also find 
that Yano Ryukei’s political activities also showed his own characteristics. Considered his 
later behaviors, we can analyze that on one hand he always wanted to keep distance with 
political power, on the other hand, he also trying to solve social and political problems 
enthusiastically. No matter in his political life or in his literary life, education of the 
citizen’s, stability of country, extend of national and happiness of people is Yano Ryukei’s 
eternal purposes.
This paper discusses Yano Ryukei’s political activities after Meiji-14 
chronologically, Also, the author will research the characters of his political activities and 
its reason based on the background of that times.
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はじめに
　矢野龍渓は『経国美談』，『浮城物語』などの小説を書いて，洛陽の紙価を高めた文学者として偉大な
足跡を残しているが，実は，最初は文学家として世に出たのではなく，明治初期における新しい日本の
建設に奔走周旋した政治家として，明治の歴史に登場したのである。
　矢野龍渓は，1878（明治11）年に恩師福沢諭吉の大隈重信大蔵卿への推挙によって，大蔵省少書記官
に任命され，検査局に勤務したことを皮切りに，太政官大書記官，統計院幹事，第三回地方官会議内閣
委員，農商工上等会議員，登記法取調委員，東洋議政会議員，皇族令取調委員，式部官，大喪事務官な
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どに任命され，また，交詢社常議員として小幡篤次郎らと「私擬憲法」を起草，大隈重信らと立憲改進
党を結党，憲政の樹立，憲法の構築，国会の開設，及びこれらの思想の宣伝のために，明治初期の政治
界で活躍していた。特に，矢野龍渓の早期国会開設意見に反応したイギリス派の「私擬憲法」は伊藤博
文のプロシア派の憲法国会議案と深刻な対立政治関係になり，「明治14年政変」爆発の重要な一因になっ
た。1881（明治14）年10月12日，明治天皇が大隈の追放，十年後の国会開設の詔勅を発表し，1890（明
治23）年を期して国会を開設することが明らかにされた。大隈重信の早期国会開設計画は伊藤博文の完
璧な勝利で完敗した。矢野龍渓は大隈重信の下野に殉じ，辞表を提出した。矢野龍渓の政治生涯は基本
的に大隈重信の盛衰をともにしていた傾向が見られるが，当時複雑な局勢の中で，様々な政治役者と関
わった矢野龍渓の政治作為は，やはり特別に取り扱う価値があると考えられる。
　本稿は「明治14年政変」の後，矢野龍渓が発表した引退声明を主線にして，時間軸に準じて，矢野龍
渓が行った政治活動を論じ，権力を敬遠し，社会問題の解決に専念していた矢野龍渓の政治家としての
姿勢を論じるものである。
一，立憲改進党の創立と矢野龍渓
　「明治14年政変」を契機に，1890（明治23）年に期した国会開設が詔勅によって約束された。しかし，
現実には，まだ国会開設，憲法樹立が実現されていない以上，専制制度に対する闘争を続けなければい
けないという立場があった。そこで，矢野龍渓は「明治14年の秋の末に政変があって，大隈さん初め我々
が政府を退いて，愈々十年後には憲法施行と云ふ聖勅が降って，愈々我国にも，立憲制度が樹立さるる
と云ふことになったが，十ヶ年も経過する中に，民間の熱心が失はれ，其隙に乗じて，有名無実の憲法
が造らるると云ふやうなことが起こはしないか」と考え，だから，「此間何とかして，斯う云ふ口実を政
府者に與へないやうに，充分の警戒と緊張を失わないやうに絶えず気を配らなければならない」と指摘
した。国会開設までの窮境は日本の政党活動の発展に拍車をかけた。日本では最初に本格結成された政
党は自由党であった。
　この状況の中で，下野した後の大隈重信派も政党結成の準備があった。1881（明治14）年11月13日と
30日に，小野梓1）は大隈と長時間面会して，結党構想について意見を交換した。その意見を踏まえて，小
野梓は「何以結党」を起草して，12月17日に大隈に送付した。「何以結党」を受け取った大隈は，1882
（明治15）年 1 月31日，小野梓，河野敏鎌，前島密らを集めて議論した後，改進党結党宣言，党の趣意
書，党規などの起草を彼らに任せた。 2 月 7 日，小野梓は宣言案を大隈に提出し，15日と16日に大隈と
議論した。また，17日に修正した後の宣言書を矢野龍渓に送った。矢野龍渓は同日にすぐ返信し，21日
にも再度返信した。小野梓も直ちに矢野龍渓に返事を送った2）。 3 月14日，校正を重ねた立憲改進党趣意
 1）	小野梓（1852-1886）は，日本の法学者。明治の政治運動家。親友であった大隈重信を輔け，東京専門学校（現在の
早稲田大学）の創立の事実上の中心者となり早稲田大学建学の母とも言われている。1876年（明治 9 年），司法省官
吏となり，後 5 年間在職したが，明治14年の政変で大隈重信に殉じて下野，東京大学の学生を中心とする鷗渡会を
率いて立憲改進党に参加，大隈のブレーンとして活躍した。1886（明治19）年に肺結核を悪化させ死去。
 2）	五百旗頭　薫，『大隈重信と政党政治』，東京大学出版社。21頁。
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書を『郵便報知新聞』，『東京横浜毎日新聞』に公表した。「来レ我兄弟，来レ我政党ヲ結ヒ，以テ其翼望
ヲ表明セヨ」と述べ，次の翼望を掲げていた。
一　王室ノ尊栄ヲ保チ人民ノ幸福ヲ全フスル事
二　内治ノ改良ヲ主トシ国権ノ拡張二及ホス事
三　中央干渉ノ政略ヲ省キ地方自治ノ基礎ヲ建ツル事
四　社会進歩ノ度ニ随ヒ選挙権ヲ伸潤スル事
五　外国ニ対シ勉メテ政略上ノ交渉ヲ薄クシ通商ノ関係ヲ厚クスル事
六　貨幣ノ制ハ硬貨ノ主義ヲ持スル事3）
　1882（明治15）年 4 月16日，立憲改進党の結党式が明治会党にて開催された。当日，総理に大隈，副
総理に河野敏鎌を決定した。その指名で，小野梓，牟田口元学，春木義彰が就任した。「交誼を厚くす
る」4）という目的の下に毎月行われた月次会が唯一の党員の集合である。立憲改進党の組織と党内活動は
極めて簡素であった。
　立憲改進党の主な構成グループは，矢野龍渓を中心に『郵便報知新聞』に集まった福沢門下生達（藤
田茂吉，犬養毅，尾崎行雄，森田思軒，箕浦勝人，加藤政之助ら），沼間守一を中心に『東京横浜毎日新
聞』を拠点にした嚶鳴社（島田三朗，肥塚龍，高梨哲四朗，大岡育造，角田真平，青木匡，波多野伝三
朗ら），小野梓と東京帝国大学の学生達に結成された鴎渡会（高田早苗，市島謙吉，岡山兼吉，山田一
郎，山田喜之助，天野為之ら）の三大系であった。
　1882（明治15）年 5 月13，14日，立憲改進党の大演説会が開催され，演説会においては，たとえば藤
田茂吉は「内治の改良を主として，国権の拡張い及すべし」，犬養毅は「外国に対し，勉めて政略上の交
渉を薄くし，通商の関係を厚くすべし」，矢野貞雄は「郡区長公選論」，尾崎行雄は「民権張らずんば国
権伸びす」と題して，党の方針を聴衆に説明した。
　しかし，矢野龍渓は数十日病臥していて，この演説会に参加できなかった。この病臥を契機に，矢野
龍渓は無聊を極めたため，ギリシア史を読み，小説執筆の意欲が沸いて，画期的な政治小説『経国美談』
の腹案を練った。
　その後，立憲改進党は様々な遊説活動を行った。ここで，『郵便報知新聞』の報道に基づき，矢野龍渓
の活動を抽出する。
6 月20日、神戸諏訪山常盤楼で、県会議員・神戸新聞社員
6 月24日、大阪北区網島町鮒宇楼で、山城～豊後間一四ヶ国党員
7 月13日、守口駅大又楼で、河内三郡有志
7 月16日、北掘江上通藤市亭で、大阪日進組の商人
 3）	『郵便報知新聞』1882（明治15）年 3 月14日。
 4）	五百旗頭薫『大隈重信と政党政治』（東京大学出版社．2003年）．22頁。
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7 月23日、大阪道頓堀角の芝居小屋で、鹿島秀麿・本山彦一・加藤政之助と演説
7 月25日、徳島槍屋浜水月楼で、阿波各地の有志
　また，帰京後，『郵便報知新聞』に今回の紀行文を掲載した。
8 月16、17日、「京坂紀行摘要、兵庫県政ノ状況」
9 月19日、「京坂紀行　府会議員ノ改撰ニ隠然タル各党派ノ争及ヒ各党の勢力
9 月20日、「京坂紀行　各懇親会ノ記略」
9 月21日、「京坂紀行　大坂中ノ模様」
9 月26、27日、「京坂紀行　徳島県ノ政党及ヒ懇親会」
9 月29日、「京坂紀行　西京ノ模様」
10月 7 日、「京坂紀行　客中雑記」
　矢野龍渓は1882（明治15）年 6 月14日，関西方面に出発し，保護の目的を兼ねて，遊説を行った。 7
月31日，藤田茂吉の妻の訃報が届いたため，紀行の継続をやめて， 8 月10日に帰京した。その後，矢野
龍渓は今回の紀行経歴を『郵便報知新聞』に掲載した。 8 月20日，矢野龍渓の母コマが死去し，葬式を
終わらせた後，また，演説活動に参加した。『郵便報知新聞』の報道によると，参加した演説活動は次の
ようになる。
8 月30日、茨城県土浦で演説、沼間・島田・犬養・小野らと
10月 8 日、議政会演説会
10月14日、改進党演説会
10月25日、崎玉県西宝珠山村・粕壁駅演説会、肥塚・箕浦・小野・波多野伝三朗
11月10日、川越演説会
11月11日、鴻巣駅演説会
11月12日、小川駅演説会
11月21日、千葉県高州村演説会
二，自由党との葛藤
　立憲改進党と自由党は両方とも自由民権運動の盛り上がりを受けて結成された政党である。両党は野
党として，社会輿論の動向を大いに引導できる党派として，政府に対しては，無視できない脅威である。
そこで，1882（明治15）年 3 月18日，反政府に対抗するための政府御用と言われる立憲帝政党が結成さ
れた。福地源一，朗丸山作楽，水野寅次郎，羽田恭輔がその代表となり，『東京日日新聞』，『明治日報』，
『東洋新報』の三大新聞はその機関誌であった。政府の庇護と民党の対抗に努める立憲帝政党の後ろに
は，政府の指示と支持があると考えられる。立憲帝政党が結成されることで，立憲改進党と自由党は一
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致の立場に迫られた。 3 月27日の『郵便報知新聞』は「自由党ハ改進党ノ良友ナリ官権党ハ改進党ノ政
敵ナリ」と発表した。
　しかしながら，両党が同じ政敵があるとはいえ，自由党の党首が板垣退助など，軍人が多いのに対し
て，改進党の領袖は文人あるいは文政派が多い。また，両党の思想においては，様々な差異が見られる。
改進党はイギリスの議会政治を模範としたのに対して，自由党はフランスの議院政治を模倣しようとし
ていた。改進党は二院制を提唱するのに対して，自由党は一院制を唱える。また，改進党はまず制限選
挙制から進めると提唱したのに対して，自由党は普通選挙制を執ったのである。国家制度に対する異な
る見解は両党が協力しかねない根本的な原因となった。一方，政府側が両党の相争を促し，合同を防止
しようと機会を狙っていたことも両党関係の悪化に拍車をかけた。
　矢野龍渓は政府の離間策を察して，最初は，「それ々々相容れぬ傾向を両党を打って一丸とする事は畢
竟水と油とも混じようとするものである。到底不可能といはざるを得ない。両党の為めにも決して好ま
しいことではない。しかし国政の改革に関しては，ともに進むべき方向を同うしているのせある。少な
くとも人民参政の大問題に就いてほぼ歩調を共にすることができるのである。従って両党が互に親類付
合ひを為し友党として相提携することには十分の可能性がある」と考えていた5）。1882（明治15）年 4 月
6 日，岐阜で板垣退助が遭難した後，『自由党史』によると，改進党は牟田口元学を慰問に派遣し，大隈
重信と矢野龍渓らはそれぞれ慰問状を送ったのである6）。
　ところが，この微妙な関係に破綻が出たのは，1882（明治15）年 9 月板垣退助の洋行問題であった。
板垣退助及び後藤象次郎が栗原亮一，今村和朗を伴って，洋行の途に着くところ，その費用の出所が裏
に政府筋があるからという噂が生まれたので，自由党内部でも猛烈な反対意見があった。馬場辰猪，大
石正巳，末広鉄腸らは，「自由党の創立日なお浅く党の基礎未だ跫固ならず，党員の動揺また甚だしい今
日，総理と領袖とが突如海外に遊ぶことは宜しからぬ」といい，「夫れ今日の国家は，多事の国家なり。
今日の吾党は繁忙の吾党なり」7）と主張し，板坂の外游を阻止しようとしていた。結局のところ，坂垣ら
は1882（明治15）年11月12日，洋行に出発した。やがて馬場，大石，末広は自由党の常議員を辞職して，
機関雑誌『自由新聞』の運営から排除された。その後，自由党では，古澤滋らが自由党の党首として活
動していた。しかし，古澤はその主筆した『自由新聞』紙上に，改進党に対して攻撃的な言説を次第に
掲載し始めた。馬場らの脱党の背景には，改進党の操作があると邪推するに至った。
　矢野龍渓は政府の離間策を警戒して8），板垣外游の資金問題について取り上げることはなかったが，『東
京横浜毎日新聞』と『郵便報知新聞』は 9 月末に，その問題を取り上げ，板垣洋行の資金の出所につい
ての疑いを表明した。この行動は自由党の反発を買う結果となった。『自由新聞』は，改進党・大隈重
信・三菱の間の資金的な疑惑を表明した。自由党の攻撃の的は，あくまでも明治14年政変における大隈
の罪を問うために，政府が大蔵省に命じて取り調べさせるものと三菱との関係などである。自由党は大
 5）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．203頁。
 6）	野田秋生『矢野龍渓』（大分県教育委員会．1999年 3 月）．101頁。
 7）	板垣退助「欧州漫遊の趣意書」，『自由党史』中巻板垣退助監修，遠山茂樹・佐藤誠朗校訂．岩波書店．1985年）に
収録されている．220頁。
 8）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．462頁。
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隈が三菱を作って，自分との利害と一致させて，三菱との裏では巨額の資金を動かしていると推測して，
大蔵卿時代の大隈の不正を非難し，立憲改進党は一企業の利益を優先する偽党であると攻撃した。これ
により両党は抜き差しならない関係に悪化した。
　『経国美談』が出版された翌日の1883（明治16）年 3 月16日から，矢野龍渓は雄崎行雄とともに党勢力
を拡張するために，東海道游説を行った。その間の 3 月31日に名古屋で，自由党の内藤魯一ら約30人と，
三菱問題について会見した。当時，大隈と改進党が三菱を後援していると非難された三菱の国海運輸業
界における圧倒的な地位を崩すために，政府は共同運送会社を造って競争させた。内藤魯一は『郵便報
知新聞』が何故三菱会社の専横を取り上げないかと矢野龍渓らに応答させ，実際には改進党を攻撃の材
料を狙っていたのである。矢野龍渓は「三菱のことを論評するに何の差支もない，しかしながら，人を
論評するが為めにはその功罪をよく取り調べなければならぬ。軽々に筆を執るわけにはゆかぬ。諸君が
これを論評してもらいたいといふならば易い事である。いづれ帰京の上，十分調査を遂げて起稿するで
あらうから，それを御覧になるがよからう」9）と言った。そこで，矢野龍渓は内藤魯一と，『報知新聞新
聞』紙上へ三菱の功罪に対する公正な評論を三四日にわたって掲載することを約束した10）。矢野龍渓はそ
の後伊勢方面の遊説を済ました後，大分に寄って， 5 月30日11），東京に帰着した。
　帰京した後の矢野龍渓は，直ちに三菱問題を取り調べた。 6 月11日から 7 月18日まで31回にわたって
『郵便報知新聞』に「三菱会社ノ意見書及ビ辨妄書と題スル書ヲ評シ併テ海運ノ事ヲ論ズ」を掲載した。
また 6 月 4 日から，「自由新聞記者ノ惑ヲ解ク」を連載し始めた。
　矢野龍渓が『郵便報知新聞』に載せた論説により，三菱は我が国の海運事業の発展に功がある，しか
しながら，同社は我が沿海で民間中小の運送業者と積み荷の多寡を争い，海運会社として政府の保護を
受けながら，その地位と力で海運以外の事業を経営するのは不都合である。三菱には弊があるが，その
弊を救うために別の保護会社（共同運送）を増加することは弊を増加するのみだから，自立会社が競争
可能な程度に保護会社への保護の仕方を工夫すべきであると意見を述べた。また，大隈非難に関して矢
野龍渓は，「三菱は大久保利通が育て，大隈の富裕は必ずしも不正を要せず」と大隈を弁護した。
　その後，三菱と共同運輸とは花火を散らして争い続けた。しかし，共同運輸が如何ほど補助と官権に
縋っていても，多年海運の経験のある三菱には到底匹敵できなかった。それを見た政府は調停を申し立
てた。三菱と共同運輸に応することにして，この問題は一応落着したのである。
　この間，矢野龍渓は『報知新聞』を経営しながら，自由党の応戦で多忙であった。また，小説も執筆
して，1882（明治15）年12月21日，加藤弘之の『人権新説』の反論する『人権新説駁論』を出版，1883
年 3 月15日，民権伸張，憲政樹立の大業を描いた人心を奮い立たせようとした『経国美談』全篇を報知
社より出版，1883（明治16）年11月14日，書簡形式で翻訳書の読み方を指導した『読書譯法』を報知社
より出版，また，1884（明治17）年 2 月18日，『経国美談』の後篇を報知社より出版した。『経国美談』
を出版した後，矢野龍渓は意外なほど好評になって，流行っていた。その印税が一，二年ほどの洋行費
 9）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．207頁。
10）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．210頁。
11）	『郵便報知新聞』，1883（明治16）年 6 月 1 日。
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に充てることができたため，矢野龍渓は，立憲政治の模範国と称されるイギリスの憲法運用と各政党の
選挙実況などを視察するために，1884（明治17）年 4 月22日，横浜から出発して，イギリス，ドイツな
どを周游して，アメリカを経由して，1886（明治19）年 8 月 8 日，横浜に入港して帰国したのである。
三，大隈入閣の支援と第一回引退声明
　1886（明治19）年 8 月に帰国した矢野龍渓は，『郵便報知新聞』の購読料の引き下げ，記事の充実，文
体の平易化，配達の敏速化の改良に着手した。また，この一年，矢野龍渓は大隈重信と伊藤博文の提携
を画策し，大隈の伊藤内閣入閣に尽力した。
　1887（明治20）年，自由民権派による三大事件建白書と大同団結運動が発生した。また，谷干城農商
務大臣の辞任により，政府批判の声が一時的に膨れ上がり，反政府運動が高揚した。いわゆる「明治20
年の危機」であった。この状態で，反政府輿論を対応する際に，政府内部における動きがあった。井上
馨と伊藤は，民権派の大同団結運動に対処すべく，外交手腕に定評のある大隈が率いる立憲改進党を政
府与党にすることを図って，政敵であった大隈に後任外相たるべきことを交渉した。1887（明治20）年
8 月14日，23日，伊藤は当時の内閣顧問の黒田清隆に，「大隈諾否ノ意向如何ヲ探問スルコト」を依頼し
た12）。その後，岩崎弥之助の仲立ちで，大隈と，大隈の後任として勧めた外務大臣の井上と会談した13）。
9 月 7 日，大隈は矢野龍渓と入閣の件を相談した。 9 月10日，矢野龍渓は大隈に書簡を送った。矢野龍
渓は，書簡に確認すべきことは，「先方ノ後来之主義如何」，「役割如何」，「後藤，板垣等ハ如何」と挙げ
た。
　○先方に望ム條々愚見
　一国会開後八年以内ニハ遅クトモ責任内閣ト為スヘキ事
　一選挙資格ハ十円以下ナルヘキ事
　一明後年（廿ニ年）に国会ヲ開クヘキ事
　○此方ノ諾ス可キ條々
　「一斯ク漸々改進ニ向フ上ハ力ヲ盡シ暴激ノ改革ヲ防止シテ現カビネットを助クヘキ事」14）と交渉の仕
方と伊藤らに提起する条件を述べた。矢野龍渓の意見では，早期に責任内閣と国会を実施することと選
球資格範囲の拡大を望んだ。しかし，この条件を帯びた会談を数回したが，両方は意見の合致が見えな
かった。その後，矢野龍渓はさらに七八年以内に議院内閣の仕組，選挙資格の堅持などの条件を繰り返
し，気をつけさせた。さらに，「御用召ノ命アル當日部下の重もなる人々を召集せられ進退之御意見を御
演述被游度候事」，「右之御演説ハ公にする事」，「右之下書き出来之ハ嶋田，肥塚，犬養，小生，箕浦，
加藤ノ六名を召集せられ字句文字を尚ホ評せしめれ候ヲ得ハ後来之御都合尚更ニ宜シカルヘクト奉存
12）	「伊藤博文日記」，『大隈重信関係文書』五巻（日本史籍協会	1935年）に収録されている。135頁。
13）	大津淳一朗『大日本憲政史』三巻（宝文館．昭和 2 年）．70頁。
14）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．29-30頁。
東アジア文化交渉研究 第11号
402
候」15）と具体的に進展させる方法を指摘した。しかし，伊藤内閣との内談は結局破談となった。 9 月17
日，井上は外相の職を辞し，伊藤は外相を兼任した。また，黒田は農商務相として入閣した。しかしな
がら， 9 月25日，矢野龍渓は『報知新聞』で「尚第二回の変動が遠くない内にまたある可能性があり，
同志者は失望なしで，忍耐持久力が居る」と発表した。一方，小栗によって，内談が破談となった後，
大隈重信と矢野龍渓は数時間にわたって熟議を遂げ，結局，「伊藤などの立場として覚書のやうなことを
約束するのは困難であるかも知れなぬ。従って，こちらはまずこれを謙歩し，兎も角入閣した上ですべ
ての施政方針を立憲的ならしめることに努める方が利益ではあるまいか」ということになった16）。実際に
は，安保条例を実施した後，伊藤博文と大隈重信は案の定，交渉を再開した。伊藤と黒田は，10年間は
連合内閣，その後政党内閣に移行すると誓言した17）。1888（明治21）年 2 月 1 日，伊藤が臨時外務大臣兼
任を解き，政敵と言える大隈重信を外務大臣として，入閣させた。同日，矢野龍渓は『郵便報知新聞』
の社員総会の席上に大隈重信の進退を論じ，同 7 日，『郵便報知新聞』に「大隈伯父の進退を評す」と発
表し，憲法制定・国会開設直前の今だからと大隈の大義名分を説明した。
　矢野龍渓が率いた『報知新聞』の改革以来の勢力の増加につれて，新聞界は矢野龍渓に「民間大臣」
というニックネームを付けたという18）。1881（明治14）年 2 月26日，矢野龍渓は『郵便報知新聞』に「同
志者が将来の運動の方向を論ず」を掲載し，改進党が将来の一・二年の間の活動方向を論じた。ところ
が，1888（明治21）年 2 月28，29日，大隈重信入閣の同月に，矢野龍渓は「社務を辞して保養を為し度
き意見」を『郵便報知新聞』に発表し，引退の意を表明した。意見書によると，矢野龍渓が引退する根
拠が三つある。第一，『郵便報知新聞社』は五，六年前は不景気だったが，この二，三年は諸兄の助力に
より漸々と隆盛の運に迎え，一昨年の改良を加えて以来，他社に譲らないほどの盛大な状態になった。
第二，二年前の改進党の勢力は不振であり，運動の方向は定まらず，結束力に乏しかったが，諸君の尽
力によって，次第に状況の改善ができ，人員も増加する傾向も見られた。第三，明治14年の政変後，大
隈重信は野にあり，無勢力の極に陥ったが，ここ一年，声望はますます高まり，今回また朝に立つこと
ができ，識者に賛成してもらった。
　これ以前の26日，すでに報知社の懇親会で，休養したい旨を演説した。26日大隈宛の書簡には「社員
共ヘハ本日一應申通候筈ニ仕候ニ付，御含まで申上置候」19）と説き，大隈を始め報知社の理解を取ったこ
とが分かる。ここで注意すべきのは，矢野龍渓は後で「大隈侯昔日譚補」20）に，自分の政治生涯を振り返
った時，「社務の辞退」と「政界の引退」を区別していなかった。「大隈侯昔日譚」の「余が政界引退の
決意」21）という一節には，「愈々大隈さんは入閣した，無論我輩にも，政府の相当な地位を與へるから入
るやうにとの懇切なる勧誘があった，何人も入るだらうと思ふて居た。然我輩は固辞して受けなかった，
15）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．30-31頁。
16）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．251頁。
17）	 17］　大津淳一朗　『大日本憲政史』， 3 巻71頁，宝文館，1927（昭和 2 ）年。
18）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．253頁。
19）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．33頁。
20）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．435-493頁。
21）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．473-474頁。
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のみならず我輩は此際に全う政界から引退しようと決心した。」と今回の引退を政治からの引退の意味で
述べた。矢野龍渓が最初に声明したのは，社務を辞退することであったが，何を言っても引退だから，
政務も含めていると当たり前のように思っていたのであろう。
四，大隈遭難と第二回引退声明
　1888（明治21）年 2 月に「社務を辞して保養を為し度き意見」と発表した後，矢野龍渓は政務から解
放され，郷里大分の佐伯へ帰省した。そして最も好きな猟銃を手に佐伯湾内を心ゆくまで飛び回ったり，
ある時は，竹馬の旧友と往時を語って夜の更けることを忘れたりしたという22）。 5 月まで佐伯におり，そ
の後は，関西滞在し23），大阪で府会議員三大輪長兵衛ら西倶楽部に招待され24），京都で府会議員の懇親会
に出席した25）。 7 月に帰京して，8 月 9 日には芝三縁亭で開催された文学会に出席していた。すでに1887
（明治20）年 9 月頃，森田思軒と徳富蘇峰が矢野龍渓とによる文学会の第一回の集会には，森田思軒，徳
富蘇峰，矢野龍渓，山田美妙，高橋五郎，坪内雄蔵，久米乾文が集まった26）。朝比奈が徳富蘇峰宛の書簡
には，「右之条々矢野より心付有之，且つ矢野も加勢に一場の演説致し候てもよろしき由申越候」27）とい
う記述があって，矢野龍渓はこの間，文学を楽しんだ快適な日々を送ったと考えられる28）。また，1888
（明治21）年10月，矢野龍渓の『報知叢談　志別商人物語』が成文堂より出版された。しかし，この間，
『報知新聞』の経営が不振になり，加藤政之助は大隈重信の邸宅に，経営不振の改善策として，外游中の
尾崎を編集の全権を委任するという提案に対する異論を持って，大隈重信と相談するに至ったのであ
る29）。12月18日，徳富蘇峰が矢野龍渓宛の書簡に，「報知社改革。社ノ規模ヲ張ルトカ申事，二付是非小
生ニ當分出で呉レヨトノ頼ミアレドモ，達而断リ置キシニ，隈伯始メ株主連ヨリ迫マレ，ノミビキナラ
ズ半ケ年位ヒ助勢ス可シト相決シ申候。就而ハ又々何歟御助勢相願候事モ可有之，今ヨリ御含迄申上置
候。尚ホ委細ハ面晤ニ付候。」30）と矢野龍渓の復帰を依頼した。矢野龍渓はそこで，一年限りという条件
を付けて復帰した。1888（明治21）年12月28日，夕刊発行・年中無休という広告を掲載し，矢野龍渓の
帰社を社告した。1889（明治22）年 1 月 2 日，「米殻ノ過剰，日本経済ノ現況ヲ論ス」が『国民之友』に，
1889（明治22）年 1 月10日－13日，「九州が大同団結に赴くの利害」が『郵便報知新聞』に掲載された。
　1888（明治21）年 4 月28日，枢密院開設に際して，伊藤博文が初代枢密院議長となるために首相を辞
任した。 4 月30日，農商務大臣の黒田清隆が第二代内閣総理大臣に任命され，黒田内閣が成立した。大
22）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．255頁。
23）	野田秋生『矢野龍渓』（大分県教育委員会．1999年 3 月）．177頁。
24）	『郵便報知新聞』，1888（明治21）年 6 月 2 日。
25）	『郵便報知新聞』，1888（明治21）年 6 月12日。
26）	高野静子『徳富蘇峰とその時代』（中央公論社．昭和1988年）．104頁。
27）	高野静子『徳富蘇峰とその時代』（中央公論社．昭和1988年）．119頁。
28）	野田秋生『矢野龍渓』（大分県教育委員会．1999年 3 月）．178頁。
29）	『大隈重信関係文書』五巻（日本史籍協会．1935年）	189頁。
30）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．85頁。
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隈重信は外務大臣のままで，ひたすら条約改正案を洗練させた。条約改正問題は1872（明治 5 ）年，岩
倉具視の米欧巡回打診の失敗から，第一次伊藤内閣外相であった井上馨の担当した領事裁判権の撤廃と
関税自主権の一部回復交渉（鹿鳴館外交）の失敗まで，外交事務における困難な課題であり続けた。1888
（明治21）年 2 月，外相に任命された大隈は，条約改正問題において功績を残したいと決心し31），その功
績で改進党勢力を拡張させ，憲法発布後に予定されている帝国議会で主導権を握るという構想を抱いて
いたのである32）。大隈は，井上のような国際会議公式は日本にとって不利であるという認識に立って，列
国間の利害の対立を利用する個別交渉という方針を採用した。そして，1888（明治21）年11月30日，駐
米公使兼駐メキシコ公使陸奥宗光は，メキシコとアジア以外の国とは始めての完全な対等条約と言われ
る「日墨修好通商条約」を締結した。また大隈は，最恵国約款の解釈を改めて，従来の無条件で他国に
与ていた特権を有条件主義とし，従来の通商条約と裁判権に関する条約を一個の和親条約として締結す
るように方針を立てた。1889（明治22）年 2 月，アメリカと間に新たな和親通商航海条約の締結が成功
した33）。『郵便報知新聞』は大隈重信の外交成果を唱えた。しかし，イギリスは最恵国有条件主義に反対
の態度を示した。1889（明治22）年 4 月19日，イギリスの新聞『タイムズ』は，機密主義によって進行
してきた改正交渉の大体と大隈案の内容を掲載した34）。大隈の条約改正案が，外国人判事の任用と法典編
撰の規則なとの点では，井上案を踏襲した特徴がはっきりしているので， 5 月末から『日本』は『タイ
ムズ』の記事を連載し，6 月 5 日「大隈伯の政略」で大隈案の問題点を指摘した。さらに，6 月末，『東
京新報』は大隈案批難の意図を明確に示した。一方，矢野龍渓は早くて『タイムズ』の披露後の 4 月28
日から 5 月 9 日にかけて，『郵便報知新聞』に大隈案の至当を提唱した。
　一方，1889（明治22）年 2 月11日，大日本帝国憲法が発布された。しかし，発布に先立って，大隈は，
伊藤の憲法制定に伴う憲法草案審議には一回しか出席してなかった。また，明治14年政変の際，大隈は
国会の早期開設やイギリス型の国会や憲法を主張し，伊藤より立憲国家のあり方についての見識が豊か
に見られるが，黒田内閣では，伊藤の憲法制定と大隈の条約改正が同期に並行しているが，相好不干渉
の体制であった。この状況で，大隈が制定した条約改正案の外人法官任用は，伊藤遂行の帝国憲法の第
19条「文部官任用」などの条項に抵触していると批判され，政府内部でも，黒田首相と大隈重信らの条
約改正断行派と松方正義，伊藤博文らの条約改正中止派の対立政局が展開された。矢野龍渓は 7 月 3 日
から，『郵便報知新聞』に「条約改正問題」の連載で大隈案の利点を力説し，条約改正断行を提唱した。
1889（明治22）年10月 2 日，欧州視察の内務大臣山縣有朋が帰国し，大隈と伊藤は山縣の支持を得るよ
うに競争した。『報知新聞』は極めて懇切丁寧な文章を掲載して，条約改正断行の支持を得ようとした
が，結局，山縣は伊藤の改正に反対の意を表した。大隈と黒田の条約改正断行を終始し，10月11日，伊
藤は枢密院議長の辞表を提出し，10月17日，井上は農商務大臣の辞表を提出した。10月18日，条約改正
についての閣議が再度開催され，前回と同様に結論が出ないまま散会した。ところが，閣議が終わって
31）	藤村道生「条約改正 -国家主権の回復」（『朝日百科日本の歴史10	近代 I』朝日新聞社．1989年 4 月）．82-83頁。
32）	御厨貴『日本の近代 3 	明治国家の完成』（中央公論社．2001年 5 月）．143頁。
33）	同年の 6 月ドイツと， 8 月ロシアとの間にも新たな和親通商航海条約の調印が成功した。
34）	条約案の情報を『タイムズ』に漏らしたのが，時任外務省翻訳局長の小村寿太郎であったと言われる。
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首相官邸から外務省に向かっていた大隈は，外相官邸に入る門前で，福岡玄洋社の前社員であった来島
恒喜35）に爆弾を投げつけられ，片足を失った。
　この日，矢野龍渓は，薬研堀の社屋を移転するために土地を検分しに三木善八と日比谷周辺に来てい
た。爆音の音が聞こえた矢野龍渓は，なんであろうと思っていたが，とくに気に留めなかった。約 5 分
後，「今，大隈さんが外務省の門前で，爆裂弾でやられた。命に別條無いやうですが大怪我です…」とい
う知らせを受けた矢野龍渓は，早速飛び出そうとしたところ，『郵便報知新聞』の社員である三木善八に
止められたが，「ナニ大丈夫だ未だ我々の順番には廻って来はしないから」と言って，霞ヶ関の官邸に駆
けつけた36）。矢野龍渓が着いた時，大隈は官邸の応接の間の広間に移されて，ソファーの上に横に寄りか
かっていられた。まだ外部の人は誰も来てない，案外元気そうな大隈は矢野龍渓に「他の人はいいか
ね」37）と言っていた。矢野龍渓は事情を聞いた後，大隈が乗った馬車の中を捜査するように命じると，鉄
片が見つかり，それを保存しておいた。大隅の手術の時には，矢野龍渓は見るに忍びないからとその場
を離れた。その後，矢野龍渓はしばらく官邸に泊まり込んだ38）。
　10月25日，黒田内閣の全閣僚が辞表を提出し，黒田清隆は後任に山縣を推薦して辞任した。ところが
明治天皇は，黒田清隆の辞表だけを受理して，他の官僚には引き続きその任に当たることを命じていた。
黒田に推薦された山縣が首相拝命をかたく辞任したため，内大臣の三条約実美が内閣総理大臣を兼任し，
三条実美暫定内閣が成立した。『郵便報知新聞』は条約改正の断行を唱え続けたが，12月10日，閣議は改
正交渉の延期を決定した。それを聞いた大隈は14日に辞表を提出した。12月24日，天皇が次の山縣有朋
に組閣の大命を下し，山縣有朋内閣が成立した。1890年 1 月 1 日，矢野龍渓は『郵便報知新聞』に「歳
首書懐」を題し，健康上の理由を挙げ，以降「政友間一切の事抦に於て余は又顧る所あるを要せざるな
り。退て徐ろに痾を養ふを得ん，豈に亦た楽しからずや。世務を謝し併て新聞事務を謝するは余が一昨
年の素願なりしに，今や政友間の事に於て心労を減ずるに至ては是れ実に素懐の一半を遂げ得るものな
り。仮令ひ猶ほ新聞事業に従はざるを得ずとするも尚ほ聊か慰するに足るのみ。政友間の事，既に自ら
任ずるの人々ありとすれば今や余は随意に心を文学技芸に遊ばしめ新聞事業を専一と心掛けるを得べし，
余に在ては実に半肩の重荷を下ろしたるの心地す。心の欲するときは論説をも草す可し，小説をも草す
可し，専心一意，楽で以て社務に従事せん」と説き，政界引退の意を表明した。
　その後，大隈条約改正案の破産によって，刊行部数が激減し『報知新聞』の回復を図る目的も含めて，
矢野龍渓は， 1 月16日から 3 月19日にまで63回にかけて，『郵便報知新聞』に『報知異聞』を連載した。
森田思軒・徳富蘇峰・森鴎外・中江兆民・犬養木堂という大文豪達が序文を寄せた。これらは 4 月16日，
『浮城物語』として出版され，矢野龍渓の第二篇の代表作が誕生した。
35）	来島恒喜（1860-1889）：右翼活動家，大隈重信の条約改正案に反対し，玄洋社を退社した。大隈に投げつけた爆弾
が炸裂すると同時に，皇居に向かって，短刀で喉を突き自殺した。享年29歳。
36）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．480頁。
37）	同上。
38）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．481頁。
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五，第一回総議院総選挙と改進党脱党声明
　矢野龍渓は衆議院選挙の直前に，佐伯に帰省した。1890（明治23）年 3 月15日，新橋に出発して，19
日別府到着し，大分町に宿泊した。そこで，大分県大野郡と直大郡有志代表が来訪し，矢野龍渓は衆議
院議員選挙の受諾を打診された。矢野龍渓の故郷佐伯の南海部郡は北海部郡と同一選挙区であって，箕
浦勝人が推されたことがあった。しかしながら，矢野龍渓は今回，「其重もなる用事は余は本年より政界
を退き休養の素志を遂る」ことを決心して，衆議院選出を望んでいる卿党の諒解を得るために，帰省し
た。そのため，矢野龍渓は来訪した両郡有志を招待し，政界引退と擁立を固辞する理由を述べて，別候
補に助言した。1890（明治23）年 4 月 9 日付の『読売新聞』に，「矢野文雄氏候補者と辞せ」と題する記
事が掲載され，「目下大分県に帰省中なる矢野文雄氏は同県下直入，大野両郡選出の衆議院議員候補者た
らん事と依頼せしに氏は去月廿八日或る宴席の席上演説にて不肖の拙者に国会議員の候補者たるべき旨
御請求に預りたるは感佩の至りなれども如何せん止と得ざる事情ありて御請求に応じ兼るやも計れざれ
ど小生の郷里たる本県の事柄に就ては及はせながら健康の許せ限りは微力と盡しゆさん云云と述べられ
たる由」と，矢野龍渓が衆議院議員候補者を辞めることが報道された。
　『西游漫記』によると，その後，矢野龍渓は佐伯に帰り，好きな猟銃を旧友と楽しんだ。 4 月末に佐伯
を出発し帰途についた。帰途中に，矢野龍渓の祖父矢野久兼の城跡を過ぎ，矢野族について思いを巡ら
した。また，広広瀬淡窓・平野五岳・帆足万里の詩を想い出し，幼い時に漢学塾で学んだ時の光景を思
いだして，物思いに耽った。 5 月11日，神戸に到着した。この日，矢野龍渓は大阪で開催した改進党の
関西同志懇親会を避けて，神戸で汽車に乗り，大阪を立ち寄らずにそのまま通りすぎて京都に向かった。
京都で滞在し，風景を楽しみ，展覧を見たりしていた。そして 5 月20日に帰京した39）。帰京した翌月の 6
月 1 日から25日にかけて，この旅行の紀行文を『西遊漫記』として書き上げて『郵便報知新聞』に連載
した。また， 8 月から 9 月にかけて「想起録」を『郵便報知新聞』に連載し，1891（明治24）年11月17
日に『西遊漫記想起録随筆雑纂』として長島書房より出版した。
　一方，1890（明治23）年 7 月 1 日に行われる予定の日本帝国議会議員の総選挙が近づく中で，各政党
が激しい競争を展開した際，買収，脅迫などの局勢が現れ，選挙戦争が本格化していた。1890（明治23）
年 6 月 5 日，矢野龍渓は「狂奔して国家を忘れるなかれ」を『郵便報知新聞』に載せ，「多年経営の功を
積み宿昔の願望漸く達せんとするの今日に當り，競争の熱度非常に昂騰して狂奔と称するまでに至りた
るは無理ならぬこととは言ひながら，之が為めに国家を忘れ公益を忘るるの甚しきに至ては怒す可らざ
るなり」40）と，勝利に益があるならば，暴行や賄賂が構わず，狂奔して理心を失うという現象を指摘し，
国家の公益を忘れないないように議員選挙者に注意を喚起した。
　他方，大隈条約改正案が失敗後に，全国の進歩主義の連合運動を開始した九州連合同志会は，総選挙
を目指して，民間進歩主義大連合の方針を打ち出した。矢野龍渓は早速1889（明治22）年 1 月10・11日
に，「九州が大同団結に赴くの利害」を『報知新聞』に掲載し，すでに政界引退を公表したが，改進党の
39）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）． 1 -66頁。
40）	『郵便報知新聞』，1890（明治23）年 6 月 5 日。
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隆盛と議会政治の順調を望み，進歩主義の大連合問題に関心を持ち続けていた。条約改正案の失敗で，
勢力を失いかけた改進党の退勢を取り戻すために，進歩党連合運動に合流することを決め，1890（明治
23）年 6 月 6 日に，改進党の評議員会で連合同意を表明した41）。ところが，旧自由党系の勢力で結成した
庚寅倶楽部は 6 月17日に正式な届出を提出して大連合に加入した。改進党は結局総選挙の前に，旧自由
党系の自由党・大同倶楽部・愛国公党の気運の高まりにより，他派の標的と孤立された境地に迫られた。
7 月 1 日に実施された第一回衆議院議員総選挙で，改進党は300議席のうち43議席を得ており，旧自由党
系の大同倶楽部は54，愛国公党は36，再興自由党は17，また九州同志会は24議席を得た42）。藤田・箕浦・
犬養・尾崎らは当選したが，当選人数は少なく，自由党系に完敗した。矢野龍渓はその結果を見て，恐
れを感じ，『報知新聞』に 7 月12・13日に勅選議院人選の重要性を説き，早速自分が貴族院入りの希望を
各紙に公表し43），社員に問われることもあったらしい44）。しかし，1890（明治23）年 7 月22日付けの『報
知新聞』に，矢野龍渓は「有体の事を云はば所謂蒲柳の質，秋を望で先づ落るもの，余の如きは多年の
苦労に心身衰へ世味を厭ふの余り怒涛咆哮の間を退きしこと，まぎれもなき心事なり」と発表した。選
挙後には，九州同志会の調停によって旧自由党系と改進党の連合運動が再開した。改進党の内外では，
合流問題についての議論が止まらなかった。一方，庚寅倶楽部の一部は，条約改正問答を理由に改進党
の参加を反対した。政府側は独立勢力の拡大を防止するために， 8 月 1 日，連合運動が政社間の通信連
絡を禁ずる集会及び政社法に抵触している旨を警告した。旧自由党系と改進党の通信連絡も禁止され，
連合が困難になる一方，連合の話題が完全に消えたわけではなかった。この渦中に巻き込まれた際，1890
年（明治23） 8 月 6 日，矢野龍渓は『読売新聞』に改進党から脱党する社告を出した。1890年（明治23
年） 8 月25日，自由党，愛国公党，大同倶楽部が合流して立憲自由党を結党し， 9 月15日には九州同志
会が合流した。そうして，坂垣退助を党首にした立憲自由党は衆議院300議席のうち，79議席を得て第一
党となり，増田繁幸を党首とした大成会は第二党となり，大隈重信を党首の立憲改進党は第三党となっ
た。
　さて，難に遭った大隈重信は回復して，再び外務省に勤めることになった。1888（明治21）年末に約
束した『報知社』社長の任期もそろそろ終わり，条約改正問題も一段落した。矢野龍渓にとっては，引
退の素志を再度固めるいい機会が訪れた45）。しかし，新聞界引退を声明した後でも，結局条約改正問題で
政界に引きとめられ，政界引退を声明した後でも，結局，改進党進路の問題で政界に投じられたという
経験を踏まえて，矢野龍渓は「たとひ如何なる閑地に就いてもこの前のやうでは動もすれば先輩や旧友
のために，またしても引っ張り出される虞がある。寧ろこの際東方朔の故智に倣て，世を金馬門に避け
るに若くはない」46）と考えた。その後，矢野龍渓は伊藤博文を訪ねて，宮内省入りを依頼した。1890（明
治23）年11月25日，矢野龍渓は宮内省出仕を仰せつけられた。そこから1897（明治30）年 3 月清国特命
41）	『郵便報知新聞』，1890（明治23）年 6 月 6 日。
42）	衆議院・参議院編『議会制度百年史』（大蔵省印刷局．1990年）．院内会派衆議院の部分。
43）	野田秋生『矢野龍渓』（大分県教育委員会．1999年 3 月）．201頁。
44）	『郵便報知新聞』，1890（明治23）年 7 月26日。
45）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．275頁。
46）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．276頁。
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全権公使に任命されるまで，矢野龍渓は皇族令取調委員（明治24年 2 月），爵位規定取調委員（明治25年
5 月），帝室礼式取調委員（明治25年11月），錦城学校校長（明治25年から大正12年まで，）47），式部官（明
治26年 2 月 7 日から），諸陵頭（明治29年11月18日から），大喪事務官（明治30年 1 月15日）を歴任する
かたわら，『金満家』（明治25年12月），『西洋君主言行録紀略』（明治26年，東宮嘉仁親王・後の大正天皇
に献上），「今の文学社会に対する希望の一ヶ條」（明治28年 1 月 1 日）を公表して，政界から退いたので
ある。
六，権力を敬遠する矢野龍渓
　矢野の二回の引退声明と一回の脱党声明は，権力を敬遠する矢野龍渓のイメージが捉えられる。1888
（明治22）年，大隈重信入閣の同月に，「社務を辞して保養を為し度き意見」を『郵便報知新聞』に発表
した時，一方では，もうすぐ枢密院開設，政界変動の時期が到来し，任命される機会が到来しかねると
考え，他方では，大隈重信が入閣してから，聲望がますます高まり，往年大隈とともに下野した人々は
相次いで官途に戻った。河野敏鎌なども枢密顧問官に任命された。また，改進党の党員も全国各府県の
地方官と提携する便宜を得ており，その威勢は全国に張りめぐらされた。さらに『報知新聞』は盛運に
迎えた。矢野龍渓の大隈重信入閣の運に乗じて，大臣の任につくことは期待された。しかし，彼は各方
面に得意なところに，「身を閑地に置きたい」といい，引退を敢行して世人を驚きさせた。例えば『日本
新聞』は「世は龍渓を捨てざるに龍渓は世を捨てたり」とまで評するに至った48）。その引退動機について
矢野龍渓は次のように述べた。
　本来は我輩は頗る懶惰者であるのに，少年の頃から父祖の庭訓やら読書の影響やらで，将来政治
家となるべく教養されたのである。教養の力は実に恐るべきもので，本来ナマケ者である我輩をし
て，遂に全く政治趣味の人たらしめ，一たびは我国人民の為に盡くされなけらば，人生の一分が立
たぬやうに子供の時から一途に思い込ましめられたのである，それで此時まで世に立った我輩の半
生は，此一念が強くて，誰からも頼まれもせぬに，独りで国事を憂ひ，地位や年齢以上にやきもき
して，役にも立た苦心を為して来ったのである，実際自身の本分以上に心身を苦しめた。
　然るに今や一寸一段落が附いた，重荷を卸すには，之が恰好の時機だろうと云ふ考えが起ったの
である。其譯は愈々大隈さんは入閣して，其志を行ひ得ることとなり，従って今まで行動を共にし
た政友諸君も，政府と相携へて志を伸べ得る順境に入った，又我輩の最も責任の重い報知新聞は引
続き隆運で，其買高も蓋し第一位に居った。斯く内外とも萬事順調である上は，我輩が去ったから
とて何の不便も無い，又都鄙幾萬の諸政友に対しても不満を懐かしむるの恨も無い。今が退き時で
あると考へたからである。
47）	矢野龍渓の弟矢野武雄によって創立した。矢野龍渓は1892年から1923年まで，若干の時期を除いて，校長に任にあ
った。
48）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）． 9 頁。
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　又心身の静養と云ふことも，引退の主因ではあるけれども，尚ほ其他に一二の理由がある。我輩
は元来が物事を深く考究するを好む性癖がある，国事の大体，国家の行末，社会の組織等に就ても
少し深く静かに考へて見度いのに，何分今までのやうな繁忙では此望みは遂げられない。本来新聞
の経営は，朝から晩までチッとも油断の出来ぬ業務である上に，一方には政党との拡張と懸引きが
あり，各地の地盤の争奪やら，同志の応対会見やら，信書の往復やら，全然心を休め得る暇はさら
さら無かった。因っては此煩を免れて，深思静慮の暇をも得たかったのである，将来他日大いに世
に働くべき時が来るとすれば，或は全く違った立場に立して，縁を切って置いた方が善いかも知れ
ぬ等とも考へたのである49）。
　ここで，矢野龍渓は政界引退の原因を詳しく述べた。其の一は，苦心してきたことつまり憲政成立と
国会開設が一段落して政友が順境に入り，『郵便報知新聞』も隆運を迎えたためである。矢野龍渓は引退
を声明した後の1888（明治21）年 3 月10日，徳富蘇峰宛に，「尚ホ後事ニ付色々相願申上置度事柄多々ニ
有之，出立前ニ一夕方御緩話仕度，右御含置奉願候」50）と書いた書簡を送って，再び引き出されないよう
に十分に下取りをしたことから見れば，引退する決心は本心だと判断できる。其の二は，矢野自身は今
後も国家及び社会のあり方を研究したかったが，『報知新聞』の経営や，政党拡張のなかで忙しく，深く
考究する暇がなかったので，静養したいからである。1902（明治35）年，社会の最善の組織を描写する
社会主義作品『新社会』所謂矢野龍渓の第三代表作が出版されたので，矢野龍渓はそこで述べた社会の
組織について深く考えるための暇が欲しいというのは，決して口実ではないと考える。
　第一回の引退を発表した後，矢野龍渓は郷里から帰ってきて，上文に述べた『報知社』の徳富蘇峰か
らの依頼が来る前に，三木善八に「どうしても今一度社に帰って貰はねば困ります，貴方が辞めてから，
新聞の紙数が大変に減りました」51）という打診をしたらしい。矢野龍渓は既に政界からの引退を決心した
のであったが，新聞のほうまで一緒に辞めなくてもよかったと考え，三木から否応無しに，「帰らないと
困る」と言っただけだから，一年間だけという条件を付けて帰社し，夕刊発行などの改革を実行したの
である52）。にもかかわらず，「議政会組の兄分であった我輩は，全く政界から隠退して，唯新聞にだけと
云ふので関係したのが，止むに止まれぬ仕儀で飛び出した丈けで，意は依然として，政界の引退に在
る。」53）と言ったように，1888（明治21）年12月に，一年という条件を付けて復帰した矢野龍渓は，引退
の意志は変わっていなかった。しかし，大隈重信の条約改正案が騒動になって，『報知新聞』の社主とし
て，これを黙視することができなかった。従って，矢野龍渓は防戦の覚悟を決し，『報知新聞』の紙上
に，条約改正反対派に対して攻撃反対の軍勢を取った。これに対して，矢野龍渓は次のように述べた。
　それは兎に角、我輩は一年前には全く世務を捨てて、一閑人となった身が、斯くの如き情勢の間
49）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．473-474頁。
50）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．83頁。
51）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．475頁。
52）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．475頁。
53）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．485頁。
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に立ち、遂に退くに退かれず、一方には防ぎ矢を取って、紙上で反対派に応戦し、一方には応戦の
演説会も開かねばならぬ、それには暗に政党にも関した役目を帯びなければならぬ。一年前の世捨
人、今や斯くの如き立場に陥りたるこそ、誠に人事の変転奇なりと云ふべしだが、古人も言へる如
く「人は命に於て渝らざるを尊む」で、最早や其場に臨んでは、逃げる訳にもゆかず、死を決して
之に當たる外無かったのである54）。
　1890（明治23）年 1 月 1 日，『郵便報知新聞』の「歳首書懐」に，矢野龍渓は再び政界引退の意志を表
明した。矢野龍渓の言ったとおり，過去の数年，矢野龍渓が非常に心身の疲労がたまり，保養するため
に引退したかもしれないが，矢野龍渓は権力と一定の距離と保ちたがり，あるいは権力に興味がなくて，
当時，人民幸福を保証できる議院内閣制の整備だけに注目したと考えられる。だからこそ，進歩主義大
連合と合流するかいなかの問題に分岐が起こったことと，第一回衆議院議員総選挙に失敗したことで，
矢野龍渓はまた政界の渦中に巻き込まれた。また，大隈重信と徳富蘇峰が大連合問題について，九州同
志会と旧自由党と交渉していた時，既に脱党を表明した矢野龍渓はその後ろで助力したのである。例え
ば，1890（明治23）年 8 月24・29日，大隈重信宛の書簡と，1890（明治23） 8 月11・28・30日徳富蘇峰
宛の書簡はいずれも旧自由党連合の件であった。その中の 8 月28日付けの徳富蘇峰宛の書簡は，「一，立
憲自由党ノ自由ノ字ダケ削リ呉ルル事，若シクハ他之名ニ改ムル事，前ノ如ク代議政党ニテモ宜シ。一，
『主義ハ自由』之下ニ改進ノ二字ヲ加へ，自由改進ト為ス事」55）とはっきりした意見を出した。既に結成
された立憲自由党は，結局，改進党を受け入れなかった。 8 月31日，矢野龍渓は『郵便報知新聞』に，
「機会を逃逸せしめば是れ進歩主義者の賊なり。其罪自ら重んぜざるに在り，両党の諸先輩夫れ之を戒め
よ」と書き，これが，いわば矢野龍渓の政治的遺言であった56）。
　矢野龍渓が改進党の党首であったことは当時の人々に認識されている。1889（明治22）年12月 2 日付
けの『読売新聞』に掲載された「漢の三傑改進党中に在り」と題した論説は，「籌を帷幄の中に運らし勝
と千里の外に決せるは張良なり，国家と鎮め百姓と撫し餽餉と給し糧道と絶たざるは蕭何なり，百万の
衆と連ねて戦へば必せ勝ち，攻れば必せ取るは韓信なり，而して韓信は島田三郎氏にして，蕭何は牟田
口元学氏，張良は矢野文雄を以て之に充てんと思ふが彼の項羽より壮士なりと，謂はれし樊噌に至って
は未だ其人と見ざるなり，云々と語りし由記者不敏にして其當否と判せる能はざると憾む」57）と改進党の
三傑矢野龍渓，島田三郎，牟田口元学のそれぞれの長所を論じた。矢野龍渓は改進党を隆盛させるため
に苦心経営してきた。改進党の重役でありながら，その成長に心血を傾けて育んだ。そこから生じた自
覚と責任感があるからこそ，応戦の演説会を開かなければならない，政党にも関する役目を帯びなけれ
ばないと言ったように，選択の余地が無くなり，政治と関わらなければならなかった。
　1890（明治23）年 8 月 6 日，『読売新聞』に矢野龍渓が改進党から脱党の社告が出した。条約改正失敗
54）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．479頁。
55）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．93頁。
56）	野田秋生『矢野龍渓』（大分県教育委員会．1999年 3 月）．203頁。
57）	『読売新聞』，1889（明治22）年12月 2 日。
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で改進党の勢力が衰退しかけている時点で公表された脱党声明は，様々な推測をもたらしたのである。
例えば，垣田純郎は「世の之を議する者曰く，是れ幽幕中に秘謀を行はんが為のみと，或は曰く，是れ
難きを避けんが為なりと，或は曰く，是れ衆議院の面倒を逃れ，却て貴族院の閑地に優遊せんが為なり
と，その評判，政治社会に雑然たり」58）と説き，当時の世論をまとめた。また同文に，垣田純郎は矢野龍
渓のことを「周到なる，明敏なる，精緻なる，沈重なる眼孔を以て，常に天下の大勢を揣摩するにあり」
と長所を述べ，党派人たるには眼光霊敏に過ぎて動物的動力に不足する，党派人として立つにはその性
質径行を改めねばならぬが，今日の径行を長ずれば「第二の福沢諭吉たる未だ期す可からざるの事に非
ず」59）と評した。これに対して，矢野が直接反論した資料は見つからなかったが，小栗又一が引用した矢
野龍渓の「金言」所謂「世の中の多くの噂は誇張に過ぎ居るものあり」は，当時の矢野龍渓の心境の象
徴だと考えられる。
　噂は反論されるまでもなく自ら破綻を来した。その後，矢野龍渓は，三木善八には新聞経営の才能も
あるから，『報知新聞社』の経営を彼に任せて引退しても問題ないと判断したが，一方，政界の方はどう
しても完全に退くことが難しく，何か大事が起こるとまた引張り出されると考えたため，宮内省に入っ
た。国事を放棄して宮内省に入った矢野龍渓はたくさんの人を驚かせた。例えば，井上毅は「矢野は怪
しからん，人を馬鹿にするにも程がある，宮内省に入るとは何事だ，モウ国事は顧みないと云ふ訳か，
井上がそう云って居ったと云ふて呉れ」といい，本気で怒ったらしい60）。また，尾崎行雄は「韜晦したる
矢野文雄氏」61）には，「心の中では，宮中に入って，帝王の師となり，それに依って，天下を動かそうと
考えた様である」と述べ，「矢野氏の如き，上品高雅な人は，俗悪混沌たる，政治世界に働くのには，不
適切」と評した。
おわりに
　初めて引退を公表した矢野龍渓は，帰郷中に，「志業未成鬓欲斑。倦遊両度入郷関。故山猿鶴定相笑。
空有姓名傅世間」62）と「帰郷有感」と題する詩を綴った。また，第二回引退を発表した後，政界引退を郷
党に説明するため，大分県への旅行を題材にした『西游漫記』には，「我々の外には舟を泛る人もなし，
晴れ渡りしかと思へば細雨又霏々とし降り山水朦朧，其趣云ふ可らず，甚だ得意の境に在りが，不図考
ふれば我れこそ病気保養の為斯く悠々と遊び居れども本年は我が国事の最も忙はしき年ぞかし，憂国の
士は朝野を問わず種々に苦心して嘸ぞや今頃は奔走し居るならん，我身は国に対して愧づかしき限りな
りと左の一絶を口占せり。」63）と述べ，詩はすなわち「十歳間関頭欲白，心胸無復縦横策，中原回首事
粉々，愧為扁舟湖上客。」である。この二首の詩から，矢野龍渓の政治界に対しての無力感がよく窺われ
58）	『国民之友』90号，1892年。垣田純郎の『人物管見』に収録されている。
59）	同上
60）	『矢野龍渓資料集』第八巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．486頁。
61）	『痴遊雑誌』1936（昭和11）年 6 月。
62）	小栗又一『竜渓矢野文雄君伝』（大空社．1930年）．255頁。
63）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．52頁。
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る。この無力感がありながら，幾度も政治事件の渦に巻き込まれ，一回の詢官の後，二回の引退を表明
した。隠士を気取っていた矢野龍渓は，国家運命・人民幸福に強い責任を負ったまま，「志業未成」の自
分を反省していた時の心境は複雑であったろう。矢野龍渓は引退を発表した時，いつも「保養」を目的
だとしていた。しかし，「志業未成」に基づいた「挫折感」は矢野龍渓の一因だと考える。その「挫折
感」は，早期国会開設と政府中枢権力制限の願望は当時の執政者との理念上の衝突をもたらしたのであ
った。
　また，文学界と政治界に活躍していた矢野龍渓は執政者よりも，やはり執筆者であった。では，矢野
龍渓はどうして政治界に進出したのかというと，「我輩の祖父も亦我輩が幼少の折『お前は左の額に七つ
の黒子がある。これは七星の象で，経世濟民の使命を受けて居るのである。必ず政治家となって，此使
命を果たせよ』と教えられた。幼小も頃の庭訓の感化は恐ろしいもので，此事は，無精者の我輩をして
政治界に志さしめた原因の一と云ってもよいのえある」64）と，その原因は「庭訓」と「祖父の感化」にあ
ったと述べた。幼児の時には，「七星の象」を信じ込む可能性はあるが，それよりも，矢野龍渓に深い影
響を与えたのは「経世濟民の使命」だと考えられる。この「経世濟民の使命」感が矢野龍渓を政治分野
に踏み込ませた原因であれば，その後政治と遠ざかる原因でもあったと考える。なぜかというと，矢野
龍渓は文学生涯においても，政治生涯においても，形式より，実際に社会問題，政治問題を解決するこ
とを最も重視し，国民啓発，国体安定，国権伸張，人民幸福により一層の関心を寄せているからである。
この「経世濟民の使命」感は矢野龍渓の不変の主題として，作家としての矢野龍渓に，「小説はとにかく
道具である」と考えさせ，嚆矢の政治小説を執筆させ，また政治家としての矢野龍渓に，民権保護，貧
民救済思想を申告させ，度々引退を表明させた。
　矢野龍渓の政治生涯は福沢諭吉の紹介ではじまり，大隈重信の帷幕の中発展，終結した。矢野龍渓に
とって，二人は非常に重要な存在であった。矢野龍渓は「大隈侯昔日譚補」には，「我輩はかうして半世
を政治生活に送った，初めは先生の橋渡しで，大隈さんの帷幕に参じた訳で，我輩半世の公生涯を顧る
時，此二人は終生忘る可らざる関係にあった。福沢先生と大隈さんとがドウしてああ懇意になられたか
は知らぬが，同気相求むると云ふが，此二人は誠に相似相通ずる点が多い，唯一方は学者であり，一方
は政治家であると云ふ丈けで，其性格はよく似ている」と述べた。大隈重信は政治家であり，福沢諭吉
は学者である。矢野龍渓の生涯には，政治家としての部分もあれば，学者としての部分もあった。いわ
ば大隈重信と福沢諭吉の融合だと言える。しかしながら，矢野龍渓は権力を敬遠する性格と「嚆矢」小
説作成の成果からみれば，矢野龍渓は政治理念を宣伝するために小説を書いたけれど，政治家としては
合わなかった。小説家として様々な成果を上げた矢野龍渓は，福沢諭吉から深く影響をされたとは言え，
やはり福沢諭吉と区別されるところがある。特に東西認識に関する問題については，引き続き研究する
価値があると考える。今後は矢野龍渓と福沢諭吉との東西認識の対比を課題として考察したい。
64）	『矢野龍渓資料集』第七巻（大分県教育委員会．1996年 3 月）．490頁。
